
本
年
度
（
平
成
十
四
年
度
）
よ
り
三
年
間
、
文
部
科
学
省
萌
芽
研
究
の
助
成
を
受
け
、

〈
和
漢
古
典
籍
に
お
け
る
「
標
題
文
芸
」
の
基
礎
的
研
究
〉
と
い
う
主
題
で
研
究
を
始
め

ブ
（
》
◎

本
研
究
の
開
始
に
先
立
つ
こ
と
四
年
前
、
す
な
わ
ち
平
成
十
年
度
か
ら
十
二
年
度
に
か
け

て
、
本
研
究
の
構
成
員
で
あ
る
相
田
満
・
入
口
敦
志
・
山
田
直
子
に
よ
り
、
〈
和
漢
古
典
分

類
語
彙
の
階
層
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
〉
を
、
「
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
萌
芽
的

研
究
」
の
助
成
を
受
け
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
本
研
究
は
、
そ
の
成
果
を
継
承
し
つ

つ
、
さ
ら
に
特
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

相
田
・
入
口
・
山
田
の
三
人
は
い
ず
れ
も
所
属
所
の
国
文
学
研
究
資
料
館
で
、
大
規
模

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
コ
ン
テ
ン
ッ
作
り
に
た
ず
さ
わ
る
と
い
う
、
国
文
学
と
い
う
研
究
分
野
に
携

わ
る
者
に
と
っ
て
は
希
有
な
経
験
を
共
有
す
る
。

相
田
は
『
国
文
学
年
鑑
』
デ
ー
タ
の
遡
及
デ
ー
タ
を
累
積
さ
せ
た
「
国
文
学
論
文
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
デ
ー
タ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
、
人
物
に
関
連
す
る
基
礎
情
報
を
集
成
す
る

「
古
典
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築
に
携
わ
っ
て
き
た
。
入
口
は
毎
年
発
刊
さ
れ
る
『
国

文
学
年
鑑
』
の
編
集
と
「
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
新
規
デ
ー
タ
の
蓄
積
作

業
に
、
山
田
は
『
国
書
総
目
録
』
か
ら
発
展
し
た
「
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の

《
｜
》
研
究
計
画
立
案
の
経
緯

研
究
の
沿
革

「
名
は
体
を
表
す
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
標
題
文
芸
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら

は
、
さ
ま
ざ
ま
に
興
味
深
い
事
象
や
テ
ー
マ
が
湧
い
て
く
る
。

こ
の
研
究
主
題
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
も
次
第
に
増
え
て
き
た
。
研
究
協
議
の
場
に

は
、
新
た
な
顔
ぶ
れ
が
増
え
つ
つ
も
あ
る
。
人
が
増
え
る
に
し
た
が
い
、
多
様
な
視
点
が
提

示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

「
《
二
》
研
究
第
一
年
度
（
平
成
十
四
年
度
）
の
研
究
組
織
」
に
挙
げ
た
各
名
は
、

本
年
度
に
参
画
し
た
メ
ン
バ
ー
の
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
日
程
・
用
務
の
都
合
で
本
年
度

構
築
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
。

う
ん
ざ
り
す
る
ほ
ど
の
論
文
タ
イ
ト
ル
、
書
名
、
人
名
な
ど
、
お
よ
そ
非
人
間
的
な
ま
で

に
大
量
な
情
報
群
と
の
格
闘
を
要
求
さ
れ
続
け
た
経
験
は
、
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
統

御
す
る
手
法
へ
の
関
心
が
喚
起
さ
れ
る
に
至
り
、
三
人
の
共
通
の
興
味
へ
と
育
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
情
報
リ
ソ
ー
ス
か
ら
独
立
し
て
、
も
の
ご
と
を
上
位
層
で
統
御
す
る
「
分
類
」
と

い
う
行
為
自
体
を
研
究
す
る
動
機
を
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
研
究
の
「
標
題
文
芸
」
と
い
う
構
想
は
、
そ
う
し
た
「
分
類
」
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
、

三
年
間
の
協
議
と
研
究
を
重
ね
る
中
で
醸
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

事
物
を
名
称
と
概
念
間
の
関
係
で
統
御
す
る
べ
く
生
み
出
さ
れ
続
け
て
き
た
「
標
題
」

（
弓
筥
＠
旨
胃
一
）
自
体
に
も
、
「
文
芸
」
的
現
象
が
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
、
「
標
題
文
芸
」
と
い
う
術
語
を
案
出
し
、
本
研
究
を
構
想
す
る
に

至
っ
た
。

相
田
満
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と
り
あ
え
ず
、
第
一
年
度
の
記
録
と
報
告
を
兼
ね
て
本
冊
子
を
作
成
し
た
が
、
ま
だ
研
究

が
緒
に
就
い
た
ば
か
り
故
、
ほ
と
ん
ど
未
開
の
テ
ー
マ
と
も
言
え
る
「
標
題
文
芸
」
の
世
界

を
渉
猟
す
る
に
は
、
前
途
程
遠
き
観
も
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
参
画
者
達
一
同
、
重
々

承
知
の
上
で
は
あ
る
。

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
本
冊
子
の
読
後
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
の
積
極
的
参
加
を
歓
迎
し
た

い
◎

の
会
合
に
は
参
会
い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
も
い
る
。

【
研
究
代
表
者
】

相
田
満
（
満
（

山
田
直
子
（
（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
整
理
閲
覧
部
・
助
手
）
）

安
保
博
史
（
群
馬
県
立
女
子
大
学
・
文
学
部
・
助
教
授
）

長
崎
健
（
中
央
大
学
・
文
学
部
・
教
授
）

渡
辺
信
和
（
同
朋
学
園
・
仏
教
文
化
研
究
所
・
研
究
室
長
）

【
研
究
協
力
者
】

江
戸
英
雄
（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
研
究
情
報
部
・
助
手
）

【
研
究
分
担
者
】

入
口
敦
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
研
究
情
報
部
・
助
手
）

《
二
》
研
究
第
一
年
度
（
平
成
十
四
年
度
）
の
研
究
組
織

《
三
》
研
究
課
題

国
文
学
研
究
資
料
館
・
研
究
情
報
部
・
助
手
）

年
度
）

（
一
）
萌
芽
研
究
で
申
鯖
す
る
理
由

本
研
究
は
、
「
作
品
表
題
」
言
匡
①
）
や
「
目
次
標
題
」
（
８
己
９
房
）
な
ど
の
、
お
よ

そ
知
的
成
果
物
に
不
可
欠
な
「
標
題
」
の
意
匠
に
つ
い
て
、
和
漢
古
典
籍
を
対
象
に
、

分
析
・
分
類
作
業
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

分
析
対
象
を
古
典
籍
に
限
定
す
る
理
由
は
、
「
標
題
」
の
意
匠
に
関
す
る
評
価
言
説

が
多
数
取
材
可
能
な
こ
と
、
「
標
題
」
自
体
が
独
立
し
た
作
品
も
通
行
し
て
い
た
こ
と
な

ど
、
文
化
的
継
承
性
・
表
現
技
術
・
評
価
言
説
の
諸
点
で
、
現
代
の
作
品
以
上
に
多

様
な
典
型
的
事
例
が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

【
研
究
課
題
名
】
和
漢
古
典
籍
に
お
け
る
「
標
題
文
芸
」
の
基
礎
的
研
究

『
言
蜀
匡
ヨ
旦
卸
ヨ
①
昌
巴
困
囲
①
閏
呂
号
。
具
一
目
ゲ
③
雷
①
国
冒
尉
四
ｇ
ｇ
画
言
行
一
一
乏
冨
ｏ
彦
厨

ぐ
誘
弓
行
８
号
①
Ｑ
腸
骨
国
８
厨
。
ご
各
自
目
Ｑ
Ｏ
ヨ
旨
画

【
研
究
種
目
】
萌
芽
研
究

【
研
究
領
域
】
文
学
（
国
文
学
）
［
領
域
番
号
二
四
二
］

【
研
究
機
関
】
二
○
○
二
年
度
（
平
成
一
四
年
度
）
～
二
○
○
四
年
度
（
平
成
一
六

【
課
題
番
号
】
一
四
六
五
一
○
七
八

【
二
○
○
二
年
度
研
究
費
】
一
三
○
万
円

《
四
》
研
究
目
的

三
本
要
の
研
究
目
的
［
雛
雛
謡
蕊
識
］

(2）



（
二
）
研
究
の
背
景
（
着
想
に
至
っ
た
経
緯
等
）

申
請
代
表
者
は
、
二
十
年
来
『
蒙
求
』
の
体
裁
に
倣
っ
た
標
題
掲
示
型
類
書
の
収
集

と
分
析
に
取
り
組
ん
で
来
た
。
（
「
蒙
求
型
人
物
故
事
類
書
の
書
承
に
見
る
日
本
文
学
へ

ｊ

の
影
響
に
関
す
る
研
究
」
［
師
奨
励
研
究
仏
、
代
表
”
相
田
満
］
他
）
。
さ
ら
に
数
年

来
、
申
請
者
を
中
心
に
和
漢
古
典
の
知
識
型
類
聚
編
纂
物
の
分
類
概
念
項
目
語
彙
（
概

念
木
Ⅱ
オ
ン
ト
ロ
ジ
）
の
収
集
と
分
析
作
業
を
行
っ
て
き
た
（
「
和
漢
古
典
分
類
語
莱
の

階
層
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
［
皿
萌
芽
的
研
究
、
代
表
叩
相
田
満
］
）
。

こ
れ
ら
の
研
究
を
発
展
的
に
継
続
さ
せ
る
中
で
、
「
作
品
標
題
」
に
お
け
る
一
宇
・

一
句
の
語
義
と
継
承
性
、
「
目
次
標
題
」
引
用
・
パ
ロ
デ
ィ
、
定
型
句
化
、
押
韻
な
ど

の
言
語
遊
戯
が
、
か
か
る
「
標
題
」
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
作
品
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
、

配
列
の
妙
と
相
俟
っ
て
、
か
か
る
行
為
に
対
す
る
賞
賛
的
言
辞
や
批
評
的
言
説
も
産
み

出
さ
れ
て
も
い
る
こ
と
か
ら
、
「
標
題
文
芸
」
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
基
に
体
系
化
を
試
み

る
必
要
を
痛
感
す
る
に
至
り
、
こ
こ
に
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
た
次
第
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
標
題
」
に
は
、
作
品
世
界
の
論
理
が
凝
縮
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

枠
に
収
ま
り
切
れ
ぬ
言
語
遊
戯
的
興
趣
も
確
認
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
「
目
次
標
題
」

に
は
、
日
本
独
自
の
文
芸
形
態
で
あ
る
連
句
・
連
歌
に
も
通
底
す
る
連
纂
の
技
法
も
う

か
が
え
、
流
派
・
門
閥
と
は
全
く
無
縁
で
自
由
な
表
現
世
界
で
は
あ
り
な
が
ら
、
き
わ

め
て
濃
厚
な
文
化
的
継
承
性
が
現
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
特
異
な
文
芸
現
象
に
着
目
す
る
先
行
研
究
が
皆
無
な
の
は
、

従
来
の
「
近
代
的
」
価
値
観
の
枠
組
み
に
囚
わ
れ
す
ぎ
、
多
様
な
資
料
群
を
横
断
的
・

マ
ク
ロ
的
に
捕
ら
え
る
視
点
の
欠
如
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
こ
で
、
上
述
の
観
点
に
よ
る
分
析
を
試
み
、
「
標
題
」
に
潜
む
「
文
芸
」
性
の
定

立
を
求
め
た
い
。

（
四
）
当
該
分
野
に
お
け
る
こ
の
研
究
（
計
画
）
の
学
術
的
な
特
色
・
独
創
的
な

点
及
び
予
想
さ
れ
る
結
果
と
意
義

「
標
題
文
芸
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
配
列
規
則
と
字
義
の
継
承
性
を
総
括
的
・

系
統
的
に
分
析
す
る
試
み
に
は
、
未
だ
先
例
が
な
い
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
開
発
さ
れ

る
研
究
手
法
と
、
基
礎
デ
ー
タ
は
、
広
く
公
開
に
供
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
文
学
は
も
と
よ
り
図
書
館
情
報
学
、
認
知
科
学
、
知
識
工
学
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
有
益
な
成
果
が
提
供
で
き
る
と
予
想
す
る
。
な
か
で
も
、
情
報
処
理

と
文
学
教
育
と
の
融
合
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
観
点
に
お
い
て
は
、
格
好
の
演
習
教
材

と
な
ろ
う
。

（
三
）
研
究
目
的

本
研
究
で
は
、
「
作
品
標
題
」
と
「
目
次
・
評
語
標
題
」
の
分
析
の
二
系
統
で
分
析

作
業
を
進
め
た
い
。

ま
ず
、
「
作
品
標
題
」
の
分
析
作
業
で
は
、
国
書
総
目
録
や
中
国
典
籍
国
書
の
古
典

籍
に
関
す
る
書
名
の
電
子
化
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
、
書
名
に
使
用
さ
れ
る
文
字
・
語
句

の
頻
度
分
析
結
果
を
抽
出
。
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
継
承
関
係
の
大
綱
と
、
詳
細
な
文

化
的
影
響
関
係
を
求
め
る
。

次
に
「
目
次
標
題
」
に
つ
い
て
は
、
典
型
的
事
例
の
抽
出
と
分
析
作
業
に
よ
り
、
そ

の
意
匠
の
分
類
と
、
評
価
言
説
の
分
類
を
中
心
に
進
め
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
中
に
は

詩
歌
の
文
芸
創
作
行
為
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
か
か
る
文

芸
作
品
か
ら
標
題
が
抽
出
・
配
列
さ
れ
る
に
至
る
一
連
の
文
芸
行
為
の
過
程
を
モ
デ
ル

化
し
て
示
す
こ
と
に
も
取
り
組
み
た
い
。

(3）



書
名
そ
の
も
の
の
継
承
性
に
関
す
る
研
究
で
体
系
的
な
も
の
は
存
在
せ
ず
、
作
品
内

に
お
け
る
連
纂
手
法
に
着
目
す
る
研
究
は
、
俳
譜
・
連
歌
を
除
け
ば
、
『
古
今
和
歌
集
』

や
『
今
昔
物
語
集
』
に
関
す
る
研
究
を
噴
矢
と
す
る
和
歌
・
説
話
文
学
研
究
に
見
受
け

ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
「
目
次
標
題
」
を
独
立
さ
せ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
従
来

教
訓
の
一
環
と
し
て
扱
わ
れ
、
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
論
究
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
も
、
本
研
究
で
予
定
さ
れ
る
ご
と
く
、
言
語
文
化
の
総
体

の
枠
組
み
の
中
で
、
系
統
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
研
究
は
、
そ
の

意
味
で
も
、
活
発
な
議
論
の
土
台
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

本
研
究
は
、
人
間
が
長
い
歴
史
を
か
け
て
生
み
出
し
続
け
て
き
た
知
的
・
文
化
的
活

動
の
生
成
物
に
必
ず
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
存
在
す
る
「
標
題
」
に
、
「
文
芸
性
」
の
意

義
付
け
と
確
立
を
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
「
標
題
」
の

意
匠
を
「
作
品
表
題
」
（
目
筥
①
）
と
「
目
次
標
題
」
（
８
員
８
房
）
と
に
大
別
し
て
、
分

類
・
分
析
作
業
を
試
み
た
い
。

分
析
対
象
は
、
基
本
的
に
和
漢
古
典
籍
を
中
心
と
す
る
。
こ
れ
は
、
「
標
題
」
の
意

匠
に
関
す
る
評
価
言
説
が
多
数
取
材
可
能
な
こ
と
、
「
標
題
」
自
体
が
独
立
し
た
作
品

も
通
行
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
文
化
的
継
承
性
・
表
現
技
術
・
評
価
言
説
の
諸
点
で
、

現
代
の
作
品
以
上
に
多
様
な
典
型
的
事
例
が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
研
究
の
進
展
を
期
す
る
た
め
に
も
、
現
代
的
視
点
と
素
材
、
お
よ
び
国
際

比
較
的
な
観
点
も
考
察
の
対
象
し
た
い
。

（
五
）
国
内
外
の
関
連
す
る
研
究
の
中
で
の
当
該
研
究
の
位
匿
づ
け

〔
一
一
〕
平
成
十
四
年
度
の
研
究
目
的
［
評
辨
撫
雛
溌
捌
鐵
側
瀦
獅
刷
唯
］

◎
第
一
回

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
五
月
二
十
七
日
（
月
）

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館
相
田
研
究
室

【
参
加
者
】
相
田
・
入
口
・
山
田

【
協
議
事
項
】

③
媒
体
と
標
題
の
文
字
数
に
つ
い
て
（
協
議
）

◎
第
二
回

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
六
月
十
七
日
（
月
）

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館
相
田
研
究
室

【
参
加
者
】
相
田
・
入
口
・
山
田

【
協
議
事
項
】

①
古
典
戯
曲
標
題
の
奇
数
尊
崇
態
度
に
つ
い
て
（
報
告
［
入
口
］
）

②
教
育
教
材
の
開
発
に
つ
い
て
（
協
議
）

③
『
類
聚
国
史
』
の
編
纂
意
識
に
つ
い
て
（
報
告
［
相
田
］
）

④
「
随
筆
」
と
い
う
標
題
・
ジ
ャ
ン
ル
の
タ
ー
ミ
ノ
ロ
ジ
に
つ
い
て
（
協
議
）

⑤
「
注
釈
」
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
に
つ
い
て
（
協
議
）

◎
第
三
回

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
七
月
十
五
日
（
月
）

①
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
（
協
議
）

②
古
典
戯
曲
標
題
の
奇
数
尊
崇
態
度
に
つ
い
て
（
協
議
）

《
五
》
平
成
十
四
年
度
開
催
の
共
同
研
究
会
記
録

(4）



【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館
相
田
研
究
室

【
参
加
者
】
相
田
・
入
口
・
山
田

【
協
議
事
項
】

①
脚
本
・
浄
瑠
璃
・
浮
世
草
子
の
標
題
字
数
調
査
（
報
告
［
入
口
〕
）

②
教
育
教
材
の
開
発
亜
学
生
の
夏
休
み
課
題
に
標
題
文
芸
に
つ
い
て
の
調
査
・
分

析
を
課
し
た
こ
と
（
報
告
［
相
田
〕
）

③
ジ
ャ
ン
ル
と
文
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
協
議
）

◎
第
四
回

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
八
月
二
十
六
日
（
月
）

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館
相
田
研
究
室

【
参
加
者
】
相
田
・
江
戸
・
山
田

【
協
議
事
項
】

①
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
（
報
告
［
相
田
〕
）

②
現
在
通
行
の
古
典
注
釈
書
の
見
出
し
の
淵
源
に
つ
い
て
（
協
議
）

◎
第
五
回

◎
第
六
回

【
協
議
事
項
】

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
九
月
二
十
七
日
（
金
）
Ｉ

【
場
所
】
福
岡
県
久
留
米
市
お
よ
び
太
宰
府
天
満
宮

【
参
加
者
】
相
田
・
安
保
・
長
崎

～

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
十
月
七
日
（
月
）

①
研
究
の
大
綱
と
計
画
の
進
め
方
に
つ
い
て

②
俳
請
の
書
名
意
識
に
つ
い
て
（
協
議
）

③
歌
集
の
書
名
意
識
に
つ
い
て
（
協
議
）

（
協
議
）

二
十
九
日
へ

日
…

【
場
所
】
国
文
学
研
究
資
料
館
中
会
議
室

【
参
加
者
】
相
田
・
安
保
・
入
口
・
江
戸
・
山
田
・
渡
辺

【
協
議
事
項
】

①
研
究
の
大
綱
・
計
画
の
進
め
方
・
問
題
提
議
（
協
議
）

②
脚
本
・
浄
瑠
璃
・
浮
世
草
子
の
標
題
の
奇
数
時
尊
崇
態
度
（
報
告
［
入
口
〕
）

③
俳
書
に
お
け
る
「
標
題
」
の
意
匠
に
つ
い
て
（
報
告
［
安
保
〕
）

◎
第
七
回

【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
十
二
月
八
日
（
日
）
～
九
日
（
月
）

【
場
所
】
す
わ
湖
苑
（
長
野
県
諏
訪
市
）

【
参
加
者
】
相
田
・
入
口
・
安
保
・
江
戸
・
長
崎
・
渡
辺

【
協
議
事
項
】

①
中
間
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
（
協
議
）

②
現
代
に
お
け
る
「
標
題
」
（
報
告
［
相
田
〕
）

③
御
伽
草
子
の
標
題
に
つ
い
て
（
報
告
［
渡
辺
〕
）
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○
『
懐
子
』
の
例

ま
ず
次
に
掲
げ
る
『
懐
子
』
の
各
冊
の
題
名
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
説
明
の
た
め

の
例
は
何
で
も
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
表
記
の
多
様
な
も
の
を
と
い
う
こ
と
で

例
と
し
て
出
し
て
み
た
。

芽
一
冊
目
ふ
と
こ
ろ
子
第
一

第
二
冊
目
懐
子
第
二
（
槽
書

第
三
冊
目
Ⅷ
懐
子
第
三
（
行
書

第
四
冊
目
不
斗
古
路
子
第
四

第
五
冊
目
懐
子
第
五
（
槽
書

第
六
冊
目
懐
子
第
六
（
行
書

第
七
冊
目
懐
子
第
七
（
槽
書

第
八
冊
目
ふ
と
こ
ろ
子
第
八

第
九
冊
目
懐
子
伽
第
九
上
（

第
十
冊
目
懐
子
伽
第
九
下
（

弟
十
一
冊
目
懐
子
伽
第
十
上
（

《
｜
》
題
名
の
表
記

題
名
の
文
字
数

何
書
磑
書

口
書

こ
れ
で
み
る
と
、
『
懐
子
』
で
は
内
題
は
正
式
の
名
称
を
、
外
題
は
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

▽
懐
子
ふ
と
こ
ろ
ご
十
八
巻
二
十
冊
。
俳
譜
。
重
頼
編
。
（
略
）
序
文
の
成
立

は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
六
月
、
句
集
は
万
治
三
年
（
一
六
六
○
）
五
月
、
詞

寄
は
同
年
十
月
と
な
る
。
万
治
三
年
刊
。
【
内
容
】
序
文
は
徹
底
し
た
『
古
今
集
』

仮
名
序
の
も
じ
り
、
巻
数
も
同
集
に
準
じ
て
二
十
冊
。
自
足
子
の
後
序
は
真
名
序

に
な
ず
ら
え
て
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
、
下
記
の
位
置
に
あ
る
の
は
初
印
本
に
よ
る
。

（
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
、
項
目
担
当
錘
島
本
昌
一
）

（
『
近
世
文
学
資
料
類
従
古
俳
譜
編
』
に
よ
る
）

入
口
敦
志

(6）

【
冊
】

【
外
題
】

【
内
題
】

【
柱
題
】

第
十
三
冊
目

第
十
四
冊
目

第
十
五
冊
目

第
十
六
冊
目

第
十
七
冊
目

第
十
八
冊
目

第
十
九
冊
目

第
二
十
冊
目

懐
子
傅
第
十
一
（
行
書
）

懐
子
乳
母
第
十
二
（
行
書
）

懐
子
乳
母
第
十
三
（
偕
書
）

懐
子
乳
母
第
十
四
（
行
書
）

懐
子
乳
母
第
十
五
（
行
書
）

懐
子
乳
母
第
十
六
（
行
書
）

懐
子
乳
母
第
十
七
（
槽
書
）

懐
子
乳
母
第
十
八
（
行
書
）

懐
子
傅
女

乳
母

乳
母

乳
母

乳
母

１
１

乳
母

乳
母

めめめめめめめ傅
ののののののの

とととと とと と
女

声

冊
一

【
外
題
】

【
内
題
】

【
柱
題
】

第
十
二
冊
目
一
懐
子
伽
第
十
下
（
行
書
）
’
’
’
’
１
１


